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大阪大学 ザ ネ ギ 学 究 タ は 保有する大型 高出力大阪大学レーザーエネルギー学研究センターでは、保有する大型の高出力
レーザー装置を内外の関連分野の研究者に開放し、高出力レーザーが生
み出す極限的な高エネルギー密度状態の科学を開拓し、その体系化を行
い学術融合型の世界的研究拠点形成を目指している。この「レーザー生成
高エネルギー密度状態の科学」のコミュニティ形成のためのe‐scienceを推進
する基盤技術の開発および調査研究を行った。す 技術 開発お 調 研究を行 。

１．実験データベース等の共有・連携システムの構築

２．ミドルウエアを活用し、情報基盤センターの高性能資源群を用いたシミュ
レーションの実行



新データベース SEDNA (System of Experimental Database  for NAtional 
usersʼ laser facility) をハブとして複数の研究組織が参加したバーチャルな研
究環境の構築 ILE, Osaka

SEDNA-WG⇒ 2010年２月末から正式運用開始

実験DBサーバーエネルギー
レーザーデータ 論⽂・学会発表
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新実験データベースSEDNAを中⼼に、
共同利⽤拠点に相応しいデータ共有の仕組みを構築 ILE, Osaka

SEDNA-WG

SEDNA以前
• データベースにアクセスできるのはレーザー研内からのみデ タ スにアク スできるのはレ ザ 研内からのみ
• USBメモリ等を使ったデータ受け渡し
• 電⼦メールの添付書類等での連絡多数
• 規格化されていない指⽰ 発注規格化されていない指⽰、発注
• ⼤量の紙配布物

SEDNAが⽬指したものSEDNAが⽬指したもの
• 全国の共同研究者が何時でも研究室で実験提案・データ解析出来る環境
• 実験に関わるプロセスを規格化し、ミスや誤解を予防

オンライン化により紙媒体での情報共有を低減• オンライン化により紙媒体での情報共有を低減
• 安⼼してデータ及び解析結果を保管できる安全な環境
• 利⽤者がきめ細かく設定できるデータアクセス権
• データ、データの流れ、解析の経緯を管理（漏洩・捏造の予防）

SEDNAの夢
• 計測から数年を経たデータをアーカイブ化し、コミュニティーで半永久

的に共有できる環境の構築



レーザー研の全共化に伴い、複数の機関が関わる実験が⾏われ、機関間での
データ共有が重要になってきた ILE, Osaka

SEDNA-WGSEDNA-WG
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⼤型レーザー装置に適した情報管理システムを設計
ILE, Osaka
SEDNA-WG

実験提案者 提案審査提案審査 ⼤型レーザー装置
計測提案

解析 協⼒

論⽂論⽂ 計測チーム レーザー条件
タ ゲ ト条件

計測解析
解析

協⼒

実験データベース

ターゲット条件実験データ

⾼レベルデータ
⼀定期間優先的に利⽤

機器較正

⾼レ ルデ タ

公開

構想段階データアーカイブズ

利⽤

構想段階

参考⽂献:

アーカイブズユーザー
解析 「データ共有という理念」

海⽼沢研、⽇本物理学会誌
Vol. 63, pp. 670 – 677, 2008年



SEDNAシステムの概要
ILE, Osaka
SEDNA-WG
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デイリースケジュール --- 従来の利便性を保ちつつ、⼊⼒情報を規格化し、
情報の⽋落や誤解を防ぐ ILE, Osaka

SEDNA-WG

ショットリクエスト・シート スケジュールの簡易表⽰

ショットマネージャーの皆さんから⼤変好評を得ています。



レーザーデータベース ---
データ整理や解析に必要なデータを提供 ILE, Osaka

SEDNA-WG

ショット時刻や設定値 出⼒実績とレーザー波形



ターゲット受発注 --- メールを利⽤した発注書のやり取りから、SEDNAを介
した受発注の管理に移⾏ ILE, Osaka

SEDNA-WG

実験提案者 受⼊教員 ターゲット製作
受付窓⼝

製作担当者

ターゲット発注の流れ

受付窓⼝

承認 承認 承認

却下 却下
内容確認 内容確認



実験データベース等の共有・連携システム構築のまとめ実験デ タ ス等の共有 連携システム構築のまとめ

全国共同利用施設として大型の高出力レ ザ 装置を有す• 全国共同利用施設として大型の高出力レーザー装置を有す
る 当研究センターで導入を検討してきたXML-DBを基盤にし
た実験データベースシステムについて、前年度の調査研究、
およびシステム仕様設計結果に基づいたシステムの構築を
進めた。

前年度までに修得したXML DBなどデ タベ ス構築に必要• 前年度までに修得したXML-DBなどデータベース構築に必要
な技能を実際に生かしてシステム構築を行い、SEDNA実験
データベースシステムと命名し、実際の運用を開始した。命 、実

• このシステムはキャトルアイ・サイエンス社製のRCM System
Softwareを用いて構築したが、高機能な反面、データ利用だ
けを目的とした利用者にと ては操作が複雑で難しく感じらけを目的とした利用者にとっては操作が複雑で難しく感じら
れる側面もあるため、AjaxとPHPを用いてライブラリを構築し、
シンプルかつ応用可能なUIも実装した。用 能 実装 。



ベクトルクラウドを利用したレーザープラズマの多階層連結シミュレーションシステム

FI3 (Fast Ignition Integrated Interconnecting) Code System

プリプラズマ解析 “Star”爆縮（高密度燃料コア形成）

長友英夫、城﨑知至（阪大レーザー研）、坂上仁志（核融合研）、砂原淳（レーザー総研）

（３次元光線追跡・詳細原子過程コード）輻射流体力学
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Fast electron & 
ion profilesベクトル並列機 スカラー並列機（大メモリー）



FI3 projectFI3
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FI3 and DCCP
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H. Sakagami, NIFS



これまでの経緯
FI3

れまでの経緯

• 2005年 FI3基幹部分完成
– ベクトル並列 スカラー並列の計算が混在したコード群を異な– ベクトル並列、スカラ 並列の計算が混在したコ ド群を異な

る計算機を用いて統合シミュレーションを行う。

– 阪大⇔兵庫県立大で実験成功

• その後、より大規模なシミュレーションの実行のため、
ITBLなど幾つかの機関の利用を打診

セキ リテ ポリシ の違 など 実質的には実行 きる環– セキュリティポリシーの違いなどで、実質的には実行できる環
境がみつからなかった。

基づく• NAREGI Grid Middleware に基づくVector (HPC)  Computing 
Cloud の利用

NAREGI Grid Middleware (国立情報学研究所)NAREGI Grid Middleware (国立情報学研究所)
GridVM for SX Vector Computer (東北大サイバーサイエンスセンター)
Vector (HPC) Computing Cloud(東北大サイバーサイエンスセンター、阪大サ

バ デ などイバーメディアセンター、地球シミュレーターなど）



Vector Computing Cloud

• Toward Efficient and Energetic Vector Computing 
– Wide-Area Cooperation of  Vector Supercomputers

– Tohoku University (26.2TFLOPS)

O O S– Osaka University(16TFLOPS)

– etc ...

Virtualization of  Vector Supercomputers (Grid VM for SX) p p ( )
and NAREGI GRID Middleware 

can realize the Vector Computing Cloud !! 



NAREGI MiddlewareとHPCクラウドの特長
FI3

NAREGI MiddlewareとHPCクラウドの特長

• きめ細かいジョブ管理システム（ローカルマシンのジョブきめ細 ジョ 管理シ テ （ カル シンのジョ
スケジューラーとの高い親和性）
– 多種マシン上のジョブを管理

– 空いているリソースを探して、最短時間でジョブを完了

– ジョブの開始時間を制御可能

複数ジ ブ 相対的な実行を制御可能– 複数ジョブの相対的な実行を制御可能

• システムサイズを超えたジョブを複数マシン（サイト）で
実行実行

• 計算コードに適したマシンを選択して利用できる

• SNET+VPNによる高速通信、セキュアで自由度の高
い利用環境環

⇒ FI3には最適の環境



DCCP on NAREGI Gridの実施
FI3

DCCPをNAREGI Gridミドルウエア上に構築されたスーパースケDCCPをNAREGI Gridミドルウエア上に構築されたス パ スケ
ジューラー内で実行するテストを行った。

DCCPはスーパースケジューラー等の運用システムとも相性がよケジ ラ 等 運用シ テ も相性

く、他のジョブの影響を受けることなく各コード間の通信をコント
ロールできることを確認した。

ただし、一部のスーパーコンピュータに関してはTCP/IP通信が最
適化されておらず大規模通信を実施するには至らなかった。FI3

の場合は 条件設定によ てはそれほど大きな通信帯域を必の場合は、条件設定によってはそれほど大きな通信帯域を必
要とせず、また、大規模通信を行う場合でも、DCCPは必ずしも

直接スーパーコンピュータと通信する必要はなく ファイルサー直接ス パ コンピュ タと通信する必要はなく、ファイルサ
バーを経由してデータの送受信を行うことが可能である。今後
の実用的なシミュレーションの実施の際にはこれらについても
検討を行う必要がある。（⇒SX‐9のネットワーク機能の向上）



Vector Cloud 利用の今後
FI3

Vector Cloud 利用の今後

• HPCクラウドを利用することによって、実用的なFI3
のシミ レ ションが実行できることを確認したのシミュレーションが実行できることを確認した。

阪大CMC内で実行環境の検証を行 た– 阪大CMC内で実行環境の検証を行った
• クラスタ ＋ クラスタ
• クラスタ ＋ SX‐9クラスタ ＋ SX 9

– 阪大⇔東北大で実行
• クラスタ ＋ SX‐9 + SX‐9 (SNET経由)

• 来年度以降も可能であれば、HPCクラウド環境の
利用させていただき、実用スケールのシミュレー
ションを実現させたい。（阪大CMC、東北大CSC）



まとめまとめ

１．大型装置と連動させるのに相応しい、実験データベ
ース等の共有・連携システム(SEDNA)を構築し、３月
から正式運用を開始した。

２．ミドルウエアを活用し、情報基盤センターの高性能資ミドルウ アを活用し、情報基盤センタ の高性能資
源群を用いたシミュレーションの実行環境ベクトルク
ラウドを利用した多階層連結シミュレーションの試行ラウドを利用した多階層連結シミ ションの試行
を行い、成功した。
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